
平
成
二
十
五
年
八
月
五
日
提
出

質

問

第

一

三

号

刑
事
再
審
請
求
事
件
に
お
け
る
証
拠
開
示
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

貴

子
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刑
事
再
審
請
求
事
件
に
お
け
る
証
拠
開
示
に
関
す
る
質
問
主
意
書

浅
野
貴
博
衆
議
院
議
員
（
当
時
）
提
出
の
刑
事
再
審
請
求
事
件
に
お
け
る
証
拠
開
示
に
関
す
る
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁

書
（
内
閣
衆
質
一
七
九
第
一
一
八
号
、
以
下
「
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

答
弁
書
の
「
一
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、
再
審
請
求
審
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
裁
判
所
が
検
察
官
に
対
し
、
証
拠
開
示
命

令
を
発
し
た
事
例
に
つ
い
て
は
「
承
知
し
て
い
な
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
平
成
十
七
年
六
月
八
日
衆
議
院
法
務
委
員
会

に
お
い
て
、
当
時
の
大
谷
直
人
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
刑
事
局
長
（
現
最
高
裁
判
所
事
務
総
長
）
が
、
い
わ
ゆ
る
「
日
産
サ

ニ
ー
事
件
」
の
再
審
請
求
審
（
福
島
地
方
裁
判
所
い
わ
き
支
部
）
で
証
拠
開
示
命
令
が
出
さ
れ
た
旨
答
弁
し
て
い
る
。
同
委

員
会
答
弁
の
真
偽
及
び
答
弁
書
で
「
承
知
し
て
い
な
い
」
と
答
弁
し
た
理
由
及
び
経
緯
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

上
記
法
務
委
員
会
で
、
辻
惠
委
員
か
ら
、
再
審
開
始
決
定
に
な
っ
た
事
例
に
限
ら
ず
、
再
審
請
求
の
あ
っ
た
各
事
例
の
う

ち
、
証
拠
開
示
が
な
さ
れ
た
事
例
は
何
件
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た
大
谷
最
高
裁
刑
事
局
長
は
、
「
証
拠
開
示
に
関

し
て
は
、
こ
れ
は
統
計
を
と
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
当
時
最
高
裁
判
所
は
、
昭
和
四
十
四
年
六
月
四

日
付
け
最
高
裁
刑
二
第
一
一
〇
号
刑
事
局
長
通
達
「
刑
事
裁
判
に
お
け
る
証
拠
開
示
に
関
す
る
裁
判
書
等
の
送
付
に
つ
い

て
」
に
基
づ
き
、
少
な
く
と
も
証
拠
開
示
命
令
等
が
出
さ
れ
た
事
例
に
関
す
る
報
告
を
下
級
裁
判
所
に
求
め
て
い
た
と
承
知

一



す
る
。
同
通
達
に
よ
れ
ば
、
上
記
答
弁
当
時
、
最
高
裁
判
所
は
証
拠
開
示
に
関
す
る
統
計
を
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
大
谷
最
高
裁
刑
事
局
長
が
誤
解
を
招
く
よ
う
な
上
記
答
弁
を
し
た
こ
と
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。

三

政
府
は
上
記
大
谷
最
高
裁
刑
事
局
長
の
答
弁
当
時
、
同
通
達
の
存
在
を
把
握
し
て
い
た
か
。
ま
た
、
政
府
と
し
て
再
審
請

求
事
件
に
お
け
る
証
拠
開
示
に
関
す
る
統
計
を
取
っ
て
い
た
事
実
は
あ
る
か
。
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
再
審
請
求
事
件
に
お
け

る
証
拠
開
示
事
例
の
数
及
び
裁
判
所
の
証
拠
開
示
命
令
等
に
対
す
る
そ
の
後
の
検
察
官
の
対
応
等
審
理
経
過
の
概
要
に
つ
い

て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

答
弁
書
の
「
五
及
び
六
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
「
検
察
官
は
、
検
察
庁
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
一
号
）
に
基

づ
き
、
公
益
の
代
表
者
と
し
て
、
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
を
含
む
他
の
法
令
が
そ
の
権
限
に

属
さ
せ
た
事
務
を
行
っ
て
お
り
、
厳
正
公
平
、
不
偏
不
党
を
旨
と
し
て
、
誠
実
に
職
務
を
行
い
、
事
案
の
真
相
を
明
ら
か
に

す
べ
き
立
場
に
あ
り
、
刑
事
事
件
に
お
け
る
検
察
の
訴
訟
活
動
は
、
証
拠
開
示
を
含
め
、
刑
事
訴
訟
法
の
規
定
等
に
基
づ
い

て
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
御
指
摘
の
よ
う
に
、
検
察
官
が
証
拠
に
つ
い
て
「
有
罪
判
決
を
取
る
た
め
に
恣

意
的
に
利
用
」
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な
い
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
平
成
二
十
四
年
八
月
二

二



日
再
審
無
罪
判
決
が
確
定
し
た
い
わ
ゆ
る
「
東
電
Ｏ
Ｌ
殺
人
事
件
」
で
無
期
懲
役
判
決
を
受
け
約
十
五
年
間
自
由
を
奪
わ
れ

た
ゴ
ビ
ン
ダ
・
プ
ラ
サ
ド
・
マ
イ
ナ
リ
氏
の
無
実
を
示
す
証
拠
を
検
察
官
が
隠
し
て
い
た
事
実
や
、
い
わ
ゆ
る
「
陸
山
会
事

件
」
で
検
察
審
査
会
を
起
訴
相
当
の
議
決
に
誘
導
さ
せ
る
た
め
に
検
察
官
が
虚
偽
の
捜
査
報
告
書
を
作
成
し
て
い
た
事
実
等

が
発
覚
し
て
い
る
。
証
拠
の
取
扱
い
に
関
す
る
こ
う
し
た
検
察
官
倫
理
の
欠
如
は
、
政
府
の
検
察
官
に
対
す
る
上
記
認
識
が

誤
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
上
記
答
弁
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

平
成
二
十
四
年
六
月
三
日
付
朝
日
新
聞
朝
刊
に
「
再
審
請
求
対
策

担
当
検
事
ら
集
め
初
会
合
へ

最
高
検
」
と
の
記
事

が
掲
載
さ
れ
た
が
、
当
該
会
合
が
開
催
さ
れ
た
事
実
は
あ
る
か
。
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
開
催
日
時
、
場
所
、
参
加
者
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
同
会
合
の
議
事
録
が
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
内
容
を
、
作
成
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
そ
の

理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


